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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
の
新
春
を
迎
え
、
県
民
の
皆
様

に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
一
月
の
知
事
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

県
民
の
皆
様
か
ら
三
期
目
の
御
負
託
を
頂
き
ま

し
た
。
広
島
県
の
更
な
る
発
展
に
向
け
、
県
政

運
営
を
託
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
御
期
待

と
、
責
任
の
大
き
さ
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

新
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
を
基
盤

に
、
更
に
押
し
上
げ
な
が
ら
、
広
島
版
「
学
び

の
変
革
」を
先
導
す
る
広
島
叡
智
学
園
中
学
校
・

高
等
学
校
の
開
校
、
第
四
次
産
業
革
命
へ
の
的

確
な
対
応
と
い
っ
た
一
歩
先
の
取
組
へ
踏
み
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
的
・
経
済
的
環
境
か
ら
十
分

な
成
長
や
学
び
の
機
会
を
持
て
な
い
子
供
た
ち

を
始
め
、
急
速
な
人
口
減
少
に
伴
い
暮
ら
し
の

基
盤
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
中
山
間
地
域
な
ど
、

課
題
を
抱
え
る
人
々
や
地
域
に
対
し
て
し
っ
か

り
と
取
り
組
む
こ
と
で
、
誰
も
置
き
去
り
に
し

な
い
県
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
は
、
八
か
月
間
に
わ
た
り
県

内
各
地
で
展
開
い
た
し
ま
し
た
「
ひ
ろ
し
ま 

さ

と
や
ま
未
来
博
２
０
１
７
」
を
契
機
に
、
里
山

の
暮
ら
し
を
支
え
、
楽
し
む
様
々
な
活
動
に
、

多
く
の
皆
様
に
御
参
画
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
広
島
市
及
び
福
山
市
を
中
心
と
し
た

都
市
の
魅
力
づ
く
り
に
、
本
格
的
な
道
筋
が
見

え
て
き
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
広
島
市
で

は
、
広
島
駅
を
中
心
と
し
た
再
開
発
が
進
み
、

大
型
商
業
施
設
の
開
業
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
福

山
市
で
は
、
駅
前
地
区
の
再
開
発
に
向
け
て
、

県
・
市
、
商
工
団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
共
に

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
に
ぎ
わ
い
を
生
み

出
す
試
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
は
、
広
島
県
の
歴
史
や
文
化
に

改
め
て
光
が
当
た
り
、
福
山
市
鞆
町
が
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
る
と
と

も
に
、
同
町
や
呉
市
下
蒲
刈
町
を
訪
れ
た
朝
鮮

通
信
使
の
記
録
が
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
の
記

憶
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
県
は
、
都
市
と
自
然
が
近
く
、
ど
ち
ら

も
欲
張
り
に
楽
し
め
る
こ
と
が
強
み
で
す
。
地

域
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
高
め
、
歴
史
的
・
文
化

的
価
値
を
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
更
な
る
県
勢
の
発
展
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

新
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
世
界
か
ら
広
島
に
注

目
が
集
ま
り
そ
う
で
す
。

日
本
初
開
催
と
な
る
都
市
型
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
「
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
広
島
」
に

始
ま
り
、
秋
に
は
女
子
テ
ニ
ス
及
び
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
の
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
、
国
内

外
の
ト
ッ
プ
選
手
が
、
こ
こ
広
島
に
集
い
ま
す
。

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
広
島
カ
ー
プ
は
球
団
初

の
セ
・
リ
ー
グ
三
連
覇
を
成
し
遂
げ
、
日
本
一

の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
そ
う
、切
に
願
っ

て
い
ま
す
。

日
本
一
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
盛
ん
な
広
島
県

に
、
今
年
も
熱
い
風
が
吹
く
こ
と
を
期
待
し
な

が
ら
、
県
民
の
皆
様
と
共
に
、
将
来
に
わ
た
っ

て
「
広
島
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
住
み
、
働
い
て

良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
え
る
広
島
県
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
本
県
行
政
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
三
十
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
我
が
国
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
基

調
が
続
き
、
企
業
収
益
も
堅
調
に
改
善
い
た
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
二
番
目
の
長
さ
を
記

録
し
た
こ
の
景
気
回
復
の
波
も
、
そ
の
恩
恵
は

大
企
業
や
都
市
部
の
中
堅
・
中
小
企
業
に
と
ど

ま
り
、
地
方
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
、

過
疎
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
内
の
消
費
の

縮
小
、
働
き
手
や
後
継
者
の
不
足
な
ど
、
引
き

続
き
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
十
一
月
に
開
催

し
た
第
五
十
七
回
商
工
会
全
国
大
会
で
は
、
全

国
各
地
か
ら
三
、〇
〇
〇
名
の
商
工
会
関
係
の

皆
様
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、地
方
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
、
さ

ら
に
は
、
生
産
性
向
上
に
よ
る
働
き
方
改
革
の

実
現
等
を
目
指
し
、
従
前
の
規
模
に
捉
わ
れ
な

い
中
小
企
業
対
策
費
の
大
幅
な
拡
充
や
、
事
業

承
継
施
策
の
抜
本
的
な
強
化
な
ど
、
五
項
目
に

つ
い
て
満
場
一
致
で
決
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
決
議
項
目
の
実
現
は
も
と
よ
り
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
全
会
員
事
業
者
に
対
す

る
「
経
営
計
画
の
策
定
・
実
行
支
援
」
を
最
重

要
の
組
織
目
標
と
し
て
掲
げ
、
一
人
で
も
多
く

の
会
員
事
業
者
が
自
社
の
経
営
計
画
を
策
定

し
、
持
続
的
な
経
営
が
行
え
る
よ
う
、
組
織
一

丸
と
な
っ
て
支
援
事
業
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

加
え
て
、
今
年
は
、
事
業
承
継
支
援
に
も
積

極
的
か
つ
果
敢
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
が
商
工

会
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
商
工
会

は
自
ら
の
経
営
発
達
支
援
計
画
を
着
実
に
実
行

す
る
と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
制
度
の

活
用
や
高
度
な
資
格
取
得
の
推
進
に
よ
り
、
不

断
に
支
援
能
力
を
高
め
て
参
り
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
地
方
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
成
長
を
促
し
、

も
っ
て
、
地
方
経
済
の
振
興
と
地
方
の
創
生
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
役
職
員
と
も
ど
も

心
を
一
つ
に
し
て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員
の
皆
様
並
び

に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
大
き
く

飛
躍
す
る
年
と
な
り
、
明
る
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
旧
年
中
は
商
工
会
青
年
部
に
対
し
、

格
別
な
る
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
の
日
本
経
済
は
緩
や
か
な
景
気
回

復
基
調
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
地
域

に
根
付
い
た
中
小
企
業
、
個
人
事
業
主
に

は
、
人
材
不
足
、
後
継
者
不
足
、
事
業
承
継

問
題
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ

景
気
回
復
と
は
言
い
難
い
一
年
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
環
境
で
、
商
工
会
青
年
部

員
は
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
増
加
し
て

お
り
、
対
外
的
な
繋
が
り
や
持
続
化
補
助
金

な
ど
経
営
に
直
結
す
る
情
報
、
地
域
の
活
性

化
な
ど
の
必
要
性
を
感
じ
る
若
手
経
営
者
、

後
継
者
が
徐
々
に
増
え
て
き
た
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

我
々
と
致
し
ま
し
て
も
先
輩
か
ら
繋
ぎ

教
え
て
頂
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
情
報
力

を
活
か
し
、
多
様
な
目
的
を
持
っ
て
入
部
さ

れ
て
お
ら
れ
る
全
て
の
部
員
の
皆
さ
ん
に

対
し
、
必
要
で
有
益
な
情
報
を
発
信
し
続
け

る
こ
と
も
大
き
な
使
命
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
三
十
年
は
戊
戌
（
つ
ち
の

え
い
ぬ
）
の
年
で
す
。過
去
の
戊
戌
年
で
は
、

皇
太
子
と
は
じ
め
て
民
間
か
ら
選
ば
れ
た

美
智
子
様
の
婚
約
や
一
万
円
札
の
発
行
、
日

本
最
初
の
政
党
内
閣
で
あ
る
大
隈
内
閣
発

足
な
ど
、
新
し
い
変
化
が
始
ま
り
形
に
な
っ

て
い
く
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
で
は
平

成
三
十
年
十
一
月
二
十
一
・
二
十
二
日
に
全

国
大
会
広
島
大
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。こ

の
全
国
大
会
を
次
代
へ
繋
ぐ
節
目
の

大
会
と
す
べ
く
、
○
（
Ｗ
ａ
）
～
和
我
技
笑

話
環
～
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
で
、
郷
土
、

家
業
、
家
族
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
業
種
、

地
域
を
超
え
た
交
流
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、

今
ま
で
と
は
変
わ
っ
た
様
々
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

そ
の
他
の
事
業
に
お
い
て
も
○
（
Ｗ
ａ
）

を
テ
ー
マ
と
し
、
歴
代
か
ら
次
代
へ
繋
い
で

い
く
地
域
、
事
業
そ
し
て
家
業
が
永
続
的
に

共
生
し
て
い
く
一
助
と
な
る
べ
く
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
変
わ
ら
ず
ご
指
導
ご

鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い

変
化
を
巻
き
起
こ
し
、
更
な
る
飛
躍
、
発
展

の
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合

会
の
事
業
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
日
本
国
内
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
個
人
消
費
が
持
ち
直
し
に
転
じ
、
設
備

投
資
、
輸
出
の
増
加
基
調
が
維
持
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
七
四
半
期
連
続
で
プ
ラ
ス
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
小
規
模
事
業
者

に
と
っ
て
は
あ
ま
り
実
感
の
伴
わ
な
い
成

長
率
で
あ
り
、
現
在
も
進
行
中
の
少
子
高
齢

化
や
過
疎
化
に
よ
る
人
手
不
足
の
深
刻
化

や
消
費
の
減
少
に
よ
っ
て
厳
し
い
経
営
環

境
に
未
だ
置
か
れ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
商
工
会
女
性

部
に
出
来
る
こ
と
は
、「
魅
力
あ
る
女
性

部
」
と
し
て
、
地
域
振
興
発
展
の
推
進
者
、

ま
た
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
な

り
、
地
域
商
工
業
の
振
興
・
発
展
活
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
で
す
が
、
そ
の
為
に
も
私

た
ち
自
身
の
更
な
る
資
質
向
上
を
目
指
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
に
は
、
部
員
の
資
質
向
上
を
図
る

た
め
の
研
修
会
、
主
張
発
表
県
大
会
や
部
員

の
健
康
増
進
と
親
睦
を
図
る
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
バ
レ
ー
県
大
会
の
開
催
等
の
各
種
事
業

に
県
内
よ
り
多
数
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
大
変
有
意
義
に
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
主
張
発
表
大
会
で
は
世
羅
町
商

工
会
女
性
部
の
松
田
純
子
さ
ん
が
七
年
ぶ

り
に
全
国
大
会
出
場
を
果
た
す
と
い
う
快

挙
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
各

商
工
会
女
性
部
の
部
長
様
を
は
じ
め
、
部
員

の
皆
様
が
女
性
部
活
動
を
通
じ
て
ご
自
身

の
資
質
を
向
上
さ
れ
て
い
る
証
左
だ
と
存

じ
ま
す
。

本
年
も
更
に
女
性
部
活
動
を
充
実
し
て

い
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
信

頼
と
期
待
に
応
え
、
社
会
福
祉
増
進
の
担
い

手
と
し
て
広
域
的
な
事
業
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
、
商
工
会
女
性
部
の
さ
ら
な
る
飛

躍
の
一
年
と
す
る
こ
と
を
誓
い
た
い
と
存

じ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本

年
が
大
き
な
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

広島県商工会青年部連合会
会長　植田  悠司

広島県商工会女性部連合会
会長　井上  文江
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宣
言
さ
れ
、
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、

西
銘
恒
三
郎
経
済
産
業
副
大
臣
の
他
に
、

竹
下
亘
自
由
民
主
党
総
務
会
長
、
山
口
那

津
男
公
明
党
代
表
、
枝
野
幸
男
立
憲
民
主

党
代
表
、
玉
木
雄
一
郎
希
望
の
党
代
表
か

ら
の
祝
辞
及
び
友
好
団
体
挨
拶
に
次
い

で
、
外
山
全
国
連
副
会
長
に
よ
る
閉
会
宣

言
が
行
な
わ
れ
、
大
会
は
盛
会
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

第57回商工会全国大会の模様

 

 

企業間の人材マッチングの支援を行っています 
 

                            このようなケースのとき、ご相談ください 

 

〇 従業員を関係会社以外の企業への出向を検討しているとき 

    〇 事業の整理・縮小に伴い人員削減を検討しているとき 

    〇 定年退職予定者等が他企業への再就職を希望するとき 

 

〇 事業の拡大、欠員発生などにより、必要な要員を確保したいとき 

〇 経験豊富な即戦力の人材を確保したいとき 

当センターは出向・移籍の専門機関で、無料で出向、再就職の支援を行っています。 

 

公益財団法人 産業雇用安定センター 広島事務所 

〒730-0036 広島市中区袋町 3-17 シシンヨービル 9 階 

                          TEL 082-545-6800        FAX 082-541-5377 

公益財団法人 産業雇用安定センター 福山駐在事務所 

                          〒720-0812 福山市霞町 1 丁目 1-1 福山信愛ビル 7 階 

                          TEL 084-927-3511        FAX 084-927-3512 

 

 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
六
日
、
東
京

都
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
「
第
五
十
七

回
商
工
会
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
当

県
か
ら
は
総
勢
七
十
名
の
商
工
会
役
職
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
同
大
会
に
は
、
多
数

の
国
会
議
員
ほ
か
、
全
国
の
商
工
会
代
表

者
ら
約
三
千
名
が
出
席
。
席
上
、
石
澤
義

文
全
国
連
会
長
は
、
商
工
会
も
自
ら
が
、

経
営
発
達
支
援
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る

こ
と
で
、
地
域
経
済
を
支
え
る
地
方
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
成

長
・
発
展
に
よ
る
地
方
経
済
の
活
性
化
、

ひ
い
て
は
、
我
が
国
経
済
の
成
長
に
貢
献

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
と
と
も
に
、
職
員

の
人
材
育
成
に
よ
る
支
援
力
の
強
化
や
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
、「
な
く
て

は
な
ら
な
い
商
工
会
」
で
あ
り
つ
づ
け
る

た
め
に
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
力
強
い
口
調
で
会
場
に
訴
え
か
け
ま

し
た
。

こ
の
あ
と
、「
地
方
経
済
に
活
力
を
与

え
る
大
型
の
経
済
対
策
の
実
施
」、「
地
方

の
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
成
長
・
発
展

の
た
め
の
支
援
の
拡
充
」、「
事
業
承
継
施

策
の
抜
本
的
強
化
を
は
じ
め
企
業
力
を
下

支
え
す
る
経
営
環
境
の
整
備
」、「
働
き
方

改
革
の
実
現
の
た
め
の
支
援
の
強
化
」、

「
共
済
等
を
活
用
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
な
ど
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」

の
五
項
目
に
つ
い
て
大
会
決
議
（
案
）
が

「
第
五
十
七
回

　商
工
会
全
国
大
会
」

「
第
五
十
七
回

　商
工
会
全
国
大
会
」

「
第
五
十
七
回

　商
工
会
全
国
大
会
」

「
第
五
十
七
回

「
第
五
十
七
回

　商
工
会
全
国
大
会
」

「
第
五
十
七
回

　商
工
会
全
国
大
会
」

「
第
五
十
七
回

　商
工
会
全
国
大
会
」

「
第
五
十
七
回

　商
工
会
全
国
大
会
」

「
第
五
十
七
回

　商
工
会
全
国
大
会
」

「
第
五
十
七
回

　商
工
会
全
国
大
会
」

　商
工
会
全
国
大
会
」

　商
工
会
全
国
大
会
」

「
第
五
十
七
回

　商
工
会
全
国
大
会
」開催

「
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会
」で

　
　
　あ
り
続
け
る
た
め
に
邁
進

祝辞を述べる安倍内閣総理大臣

　
全
国
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
広
島
大
会
　
平
成
30
年
11
月
21
日（
水
）・
22
日（
木
）
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広島支店（法人営業部）

国内・海外旅行はもとより、教育旅行、地域交流ビジネス、イベントの運営まで、ＪＴＢは幅広
くサポート致します。

私たちのフィールドは、移動・宿泊・食事・観光のすべてが織り成す「交流文化産業」です。

人が動けば、ご相談下さい。
ＪＴＢ中国四国 広島支店がお手伝い致します｡

広島県社会保険労務士会
広島市中区橋本町10－10　広島インテスビル5F

TEL：082－212－4481　http://www.hiroshima-sr .or . jp/

社会・労働保険何でも相談所

総合労働相談所
TEL：082-221-0610

無  料

専門家派遣・相談等支援事業
(広島県最低賃金総合相談支援センター併設)

医療労務管理支援事業

職場のトラブルを円満解決

社労士会労働紛争
解決センター広島
TEL：082-212-4481

無  料

年金専用相談・請求受付センター

無  料
街角の年金相談センター広島
街角の年金相談センター福山

平成29年秋の叙勲
が11月３日に発表さ
れ、当連合会副会長の
滝口義明氏が、旭日双
光章を受章されました。
滝口副会長は11年
前から連合会の理事及び副会長を歴任さ
れ、県内商工業者支援事業の充実並びに
商工会運営の安定化に寄与。会長を務め
る大野町商工会においては、「地域に必要
とされる商工会」を理念として、商工会
組織の改革並びに積極的な事業展開によ
り、商工会組織の意義を高め、地域中小・
小規模事業者の発展にも多大な貢献を果
たされました。受章にあたって滝口副会
長は「小規模事業者の育成に向けたもう
ひと頑張りを求められた気持ち」と語っ
ておられます。

十
一
月
二
十
一
日
（
火
）、
ホ
テ
ル
メ

ル
パ
ル
ク
広
島
（
広
島
市
中
区
基
町
）
に

て
、﹃
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
二
十
周
年
記
念
大

会
﹄
を
開
催
。
当
日
は
、
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド

加
盟
店
の
代
表
な
ど
六
十
四
人
が
参
加

し
、
二
十
周
年
を
記
念
し
た
講
演
会
や
記

念
式
典
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

広
域
講
習
会
を
併
催
し
た
記
念
講
演
に

は
、
元
広
島
東
洋
カ
ー
プ
投
手
で
＂
あ
っ

ぱ
れ
熟
年
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
＂
の
メ
イ
ン

キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る
、
有
限

会
社
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
Ｐ
＆
Ｐ
代

表
取
締
役
の
渡
辺
弘
基
氏
が
﹃
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
～
七
転
び
八
起
き
の
野
球
人

生
～
﹄
と
題
し
て
、講
演
を
行
い
ま
し
た
。

渡
辺
氏
は
、
高
校
、
大
学
、
社
会
人
、

プ
ロ
野
球
、
引
退
後
と
そ
れ
ぞ
れ
で
味

わ
っ
た
ピ
ン
チ
を
そ
の
都
度
、
不
屈
の
精

神
で
乗
り
切
っ
て
き
た
こ
と
を
赤
裸
々
に

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
る
と
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
創
設
さ
れ
た
年
間
表
彰
も

併
せ
て
行
わ
れ
、
総
合
部
門
、
法
人
部
門

及
び
個
人
事
業
主
部
門
の
各
部
門
か
ら
一

事
業
者
（
計

三
事
業
者
）

が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
終
了

後
に
は
交
流

会
も
開
催
さ

れ
、
参
加
者

は
情
報
交
換

な
ど
を
行
い

な
が
ら
交
流

を
深
め
ま
し

た
。

滝口義明県連副会長が
秋の叙勲

旭日双光章を受章

告
白
。「
ピ
ン
チ
が
訪
れ
る
度
に
＂
見
返

し
て
や
る
！
＂
と
い
う
反
骨
精
神
で
乗
り

切
っ
て
き
ま
し
た
。
悩
み
や
苦
し
み
が
大

き
な
力
に
な
り
、
や
が
て
生
き
る
力
に
な

り
ま
す
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

続
い
て
行
っ
た
記
念
式
典
で
は
、
有
限

会
社
ぽ
っ
ぽ
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
で
、

広
島
県
商
工
会
連
合
会
の
熊
高
一
雄
会
長

が
「
今
年
度
よ
り
第
二
次
中
期
計
画
に
よ

る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
各
商
工
会
に

よ
る
支
援
を
強
化
し
、個
店
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
力
を
注
ぐ
な
ど
、
地
域
か
ら
支
持
さ
れ

利
用
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
目
指
し

ま
す
」
と
開
会
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
表
彰
で
は
、
優
良
カ
ー
ド
会
（
三

カ
ー
ド
会
）、優
良
事
業
者
（
十
事
業
者
）、

役
員
功
労
者
（
二
十
二
名
）が
紹
介
さ
れ
、

各
部
門
の
代
表
者
が
熊
高
会
長
よ
り
表
彰

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
被
表
彰
者
を
代

表
し
て
株
式
会
社
豊
松
農
産
生
活
セ
ン

タ
ー
の
江
草
保
史
氏
が
「
こ
の
表
彰
を
力

に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
お
店
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き

「
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
二
十
周
年

記
念
大
会
」開
催

「
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
二
十
周
年

記
念
大
会
」開
催

県  

連

優良カード会を代表し賞状を受取る安芸高田ぽっぽ会 池田会長
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国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償

入院はもちろん自宅療養もカバー

Point １

Point ２

Point ３

Point ４

Point ５

団体割引適用で割安な保険料

家事従業者の方もご加入いただけます。

ご加入の際、医師の診査は原則不要です。

天災もサポート!Point ６

病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します。
（最長１年間、免責期間７日間）

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度のPoint！

㈱近畿日本ツーリスト中国四国　広島支店

広島市中区立町１番２４号（有信ビル７階）
電話（０８２）２２１-７０３１
FAX（０８２）２２１-７０３９

十
一
月
十
五
日
（
水
）、
東
京
銀
座

Ｔ
Ａ
Ｕ
の
「
遠
音
近
音
」
に
て
、
昨
年
創

立
七
十
周
年
を
迎
え
た
（
一
社
）
東
京
広

島
県
人
会
役
員
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
連
合
会
か
ら
は
、
正
副
会
長
ほ

か
計
七
名
が
出
席
。
県
人
会
か
ら
は
、
大

竹
美
喜
会
長
／
庄
原
市
出
身
（
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
創
業
者
）、
保

田
博
副
会
長
／
呉
市
出
身
（
︿
公
財
﹀
資

本
市
場
振
興
財
団
顧
問
）、
三
浦
惺
副
会

長
／
尾
道
市
出
身
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
取
締
役
会

長
）、
金
森
貴
哉
幹
事
長
代
理
／
広
島
市

出
身
（
ボ
ヌ
ー
ル
Ｒ
・
Ｃ
㈱
代
表
取
締

役
）
の
四
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
働
き
方
改
革
や
教
育
改

革
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
交
換
を
行

い
、
郷
土
広
島
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け

て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

東京広島県人会役員との懇親会の様子

「
東
京
広
島
県
人
会
役
員

　
　
　と
の
交
流
会
」開
催

「
東
京
広
島
県
人
会
役
員

　
　
　と
の
交
流
会
」開
催

「
東
京
広
島
県
人
会
役
員

　
　
　と
の
交
流
会
」開
催

県
連
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